
         

オンライン課題の説明 

SHELLモデルの作成を行う。 

「SHELL モデル」の中心の「L」は自身であり、周囲を取り囲む「S,H,E,L」との

関わりを表している。ヒューマンファクターは、人間自身の問題だけでなく、関

連する周囲のあらゆる要素との接点において捉える。ここでは、ＮＩＴＳ（独立

行政法人教職員支援機構）のオンライン教材を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成方法 

（１）新聞記事などで学校事件や事故、課題を収集する。 

（２）テーマを決めて、SHELLモデルを作る。（テーマは自由） 



 

 過去の授業者の資料を参照 

（許諾済） 

 

 

 こうした新聞記事を活用する。 

 

ここから読み取れる流れや対応

をまとめる。不明な部分は推測し

て記入して可。 

 

 以下が提出されたもの 



提出課題例  

これまでの学校事故や事件を SHELLモデルで分析します。 

SHELLモデルの作成（新聞記事の事件や事故でも、実際にあった事案でも構い

ません。なお、講義資料内に参考例があります。） 

 

【タイトル】新聞の見出しなど 

 

事案の概要 簡単にまとめる 

 

 

主たる原因 主たる原因を推測する 

 

 

背景・制約 実際の学校現場を考え、どんな背景があったか、対応に制約されたもの

はないかを推測する 

 

 

Sから見た

教訓 

ソフトウエアから（例えば、マニュアルなど） 

 

 

Hから見た

教訓 

ハードから（例えば、施設など） 

 

 

Eから見た

教訓 

環境から（例えば、職員室の雰囲気とか学校周辺など） 

 

 

L（他者）か

らみた教訓 

周囲の人的面から（例えば、上司・同僚や教委、地域など） 

 

 

L（当事者）

から見た教

訓 

事件や事故の当事者（例えば、怠慢やヒューマンエラーなど） 

 

 

（注）A4両面で作成のこと（１ないし２枚で作成） 


